
 

 

2012年度「海上法執行活動に関する諸問題の調査研究」中間報告書 

 

平成 24 年度については、3 カ年の研究の初年度として、平成 24 年 3 月～12

月までの間に海上法執行活動にともなう法的問題点を探るため、下記テーマ等

についてフリーディスカッションによる研究会を 6回実施した。 

本件研究は、海上保安業務上の諸問題を取り扱い、実務上の視点からの問題

提起・考察、理論的視点からの問題提起・考察等を実施して、関連する諸問題

への認識の深化と理論的検討を行うことを目的としている。 

各視点から多角的に検討考察を経た本件研究の成果は、現場の海上保安業務

遂行に関して問題解決のための理論的バックボーンを提供することとなり、重

要な貢献を果たすことが期待できる。なお、抽出論点及びそれへの考察は、来

年度以降とりまとめる予定。 

  

○ソマリア海賊への対応 

ソマリア海賊の訴追等の対応に関する現状についていかなる問題が存在す

るのか、現在の国際法上、国内法上の海賊概念に関する問題の有無等について 

 

○EEZ 等における管轄権の競合の問題 

EEZ 等における管轄権の競合（沿岸国管轄権と旗国管轄権）に関する諸問題

等について 


